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会
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催

春
闘
方
針
確
立
・
組
織
拡
大
へ
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東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
一
六
日
に
新
橋
交
通

ビ
ル
に
お
い
て
、
第
一
〇
八
回
拡
大
地
方
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
三
〇
分
に
山
田
副
委
員
長
の
司
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、委
員
会
議
長
に
は
山
本
委
員（
神

奈
川
地
区
本
部
）、
副
議
長
に
は
鈴
木
委
員
（
上

野
支
部
）
を
選
出
し
た
。

　

ま
ず
鎌
田
委
員
長
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
続
い

て
上
部
機
関
よ
り
東
日
本
本
部
・
大
沼
委
員
長
、

 

国
労
東
京
議
員
団
・
青
山
団
長
（
昭
島
市
議
）
か

ら
も
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
石
井
書
記
長
か
ら
経
過
報
告
・

当
面
す
る
方
針
（
案
）
の
提
案
が
さ
れ
、
昼
食
休

憩
を
挟
み
、
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
組
織
拡
大

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

討
論
に
入
り
、
一
三
名
の
委
員
か
ら
、
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
や
、
職
場
代
表
選
挙
、

要
員
不
足
・
超
過
勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
関

す
る
発
言
、
委
託
・
下
請
け
に
関
す
る
問
題
点
、

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な
ど
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
の
労
働
条

件
に
関
す
る
取
り
組
み
、
安
全
・
安
定
輸
送
の

問
題
、
一
九
春
闘
の
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
や
問
題
点
な
ど
の
発
言
が
さ
れ

た
。（
各
委
員
の
発
言
の
内
容
は
次
号
掲
載
予

定
）

　

そ
の
後
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
当
面
す
る

闘
争
方
針
が
確
立
し
た
。「
新
入
社
員
対
策
に

全
力
を
あ
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝
ち
取
る

特
別
決
議
」「
安
倍
政
権
の
即
時
退
陣
！
憲
法

改
悪
を
阻
止
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
発

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
二
日
〜
三
日
に
石
和

温
泉
に
お
い
て
、組
織
拡
大
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
田
中
委
員
長
は
「
職
場
か

ら
春
闘
を
作
っ
て
い
こ
う
。
一
連
の
行
動
に
参
加

を
。
会
社
は
労
働
組
合
不
要
論
。
私
た
ち
は
労
働

組
合
の
必
要
性
、
国
労
の
優
位
性
を
訴
え
て
い
こ

う
。
労
働
組
合
が
無
い
会
社
の
実
態
を
考
え
よ
う
。

全
て
の
活
動
を
組
織
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
こ
う
。

要
求
も
環
境
改
善
も
。
通
年
闘
争
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
近
道
は
無
い
。
現
場
長
交
渉
で
改
善
さ

れ
た
事
項
も
多
く
あ
る
。
会
社
も
国
労
に
目
を
向

け
ざ
る
を
え
な
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

東
京
地
本
・
石
井
書
記
長
か
ら
情
勢
報
告
、
東

京
地
本
・
宮
下
青
年
部
長
か
ら
青
年
部
の
活
動
報

告
が
さ
れ
た
あ
と
、
こ
の
集
会
に
参
加
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
採
用
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
、「
組

合
で
な
い
と
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
事
も
あ
っ
て

勉
強
に
な
る
」「
こ
れ
ま
で
先
輩
の
姿
を
見
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
意
見
を
出
し
な
が
ら
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

地
区
本
部
大
森
組
織
部
長
か
ら
の
提
起
が
あ
っ
た

あ
と
、
五
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、
各
分
会
の
取

り
組
み
の
突
き
合
わ
せ
が
さ
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
最
初
に
東
京
地
本
・
佐
藤
組
織

政
治
を
変
え
る
暮
ら
し
を
守
る

働
く
者
の
団
結
で
前
進
し
よ
う

十
九
春
闘

展
さ
せ
る
特
別
決
議
」
が
全
体
の
拍
手
で
決
議
さ

れ
、
次
い
で
委
員
会
宣
言
を
採
択
し
、
全
て
の
議

事
が
終
了
し
た
。
鈴
木
副
議
長
か
ら
議
長
団
退
任

の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
山
田
副
委
員
長
か
ら
閉
会

の
あ
い
さ
つ
、
鎌
田
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
委
員
会
は
終
了
し
た
。

密
保
持
義
務
な
ど

が
あ
り
、
使
用
者

側
に
も
安
全
配
慮

義
務
や
職
場
環
境

配
慮
義
務
な
ど
が

あ
る
、
と
い
っ
た

労
働
者
と
会
社
の

間
の
さ
ま
ざ
ま
な

基
礎
知
識
も
説
明

さ
れ
、
若
手
も
年

配
者
も
し
っ
か
り

勉
強
で
き
た
講
演

会
で
あ
っ
た
。 

部
長
か
ら
、
地
本
組
織
部
と
し
て
の
取
り
組
み
、

昨
日
の
分
散
交
流
会
の
報
告
が
さ
れ
た
。

続
い
て
各
職
場
か
ら
拡
大
に
向
け
た
報
告
で

は
、
高
麗
川
駅
・
相
川
さ
ん
か
ら
「
若
者
と
信
頼

関
係
を
築
こ
う
と
、
趣
味
や
飲
み
会
な
ど
で
さ
ま

ざ
ま
な
話
を
し
て
い
る
。
不
平
不
満
を
聞

き
な
が
ら
、
共
感
を
得
て
は
い
る
が
、
自

分
一
人
で
は
…
と
い
う
意
見
が
多
い
。
そ

れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
取
り
組
む
」、
八
王

子
信
通
技
セ
・
大
角
さ
ん
か
ら
は
「
一
年

前
に
二
名
の
Ｊ
Ｒ
採
用
者
が
加
入
し
た

が
、差
別
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
が
、

二
人
の
決
意
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
上
か

ら
押
し
付
け
ら
れ
る
職
場
を
ど
う
に
か
し

た
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
一
年
加
入

の
取
り
組
み
（
加
入
説
明
会
）
を
六
回
行

い
、二
〇
人
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
中
で
、『
組
合
の
必
要
性
は
わ
か
る
が
、
会

社
に
に
ら
ま
れ
た
く
な
い
』『
国
労
は
会
社
に
反

抗
す
る
イ
メ
ー
ジ
』
な
ど
言
わ
れ
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
残
業
当
た
り
前
の
職
場
。
ダ
メ
と
言
っ
て
も

直
ら
な
い
。
見
方
・
考
え
方
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
横
森
書
記
長
か
ら
「
若
い
人
は
組
合

に
対
し
て
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
労
働
実
態

へ
の
不
安
・
不
満
も
あ
る
。
拡
大
へ
の
条
件
は

存
在
し
て
い
る
。
拡
大
は
い
つ
・
ど
う
転
ぶ

か
わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
。
拡
大
し
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ

れ
、
最
後
に
田
中
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
、
組
織
拡
大
へ
の
決
意
を
全
体
で
固
め

あ
っ
た
。

春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

入
賞
作
品

入
選

政
治
を
変
え
る
暮
ら
し
を
守
る　

働
く
者
の
団
結
で
前
進
し
よ
う
一
九
春
闘

　
　
　
　

宇
塚　

史
明　
　

大
宮
総
合
車
セ
分
会

佳
作

い
く
ぞ
春
闘
今
年
こ
そ　

働
く
者
の
団
結
で　

生
活
改
善
一
九
春
闘

　
　
　
　

松
本　

康
平　
　

大
宮
車
両
所
分
会

新
採
加
入
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

神
奈
川
地
区
本
部
の
作
品

　

大
宮
地
区
本
部
は
、
二
月
一
日
に
大
宮
Ｊ
Ａ

Ｃ
Ｋ
に
お
い
て
青
年
部
学
習
会
を
開
催
し
、
東

京
共
同
法
律
事
務
所
・
村
上
弁
護
士
に
労
働
法

や
労
働
契
約
と
い
っ
た
、
労
働
者
と
し
て
基
礎

的
な
知
識
の
講
演
を
受
け
た
。

　

そ
の
中
で
村
上
弁
護
士
は
、
労
働
基
準
法
は

事
業
所
ま
た
は
事
務
所
に
雇
わ
れ
て
い
る
労
働

者
を
守
る
。
労
働
契
約
法
は
使
用
者
に
使
用
さ

れ
て
労
働
し
て
い
る
労
働
者
を
守
る
も
の
で
、

例
を
挙
げ
る
と
家
政
婦
な
ど
を
あ
げ
た
。
ま

た
、
過
去
の
判
例
か
ら
オ
ペ
ラ
合
唱
団
員
は
労

働
組
合
法
に
は
守
ら
れ
る
が
、
労
基
法
の
対
象

外
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
違
い
が
あ
る
事
を

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
法
を
最
低
ラ
イ
ン
と
し
、

そ
の
上
に
社
員
と
会
社
間
の
取
り
決
め
で
あ
る

就
業
規
則
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
労
働
組
合
と
会

社
が
結
ぶ
労
働
協
約
が
あ
る
。
労
働
協
約
は
、

組
合
無
所
属
の
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
会
社

と
労
働
者
の
間
の
労
働
契
約
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

権
利
と
義
務
が
発
生
し
、
労
働
者
の
側
に
も
秘

青
年
部
学
習
会

　

大
宮
地
区
本
部



辺
野
古
に
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い

　
　
　
　
　
国
会
前
で
　
日
行
動

19

憲
法
改
悪
発
議
を
許
さ
な
い

　
　
　
全
労
協
憲
法
学
習
会
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衛
隊
明
記
と
緊
急
事
態
条
項
は
憲
法
を
改
正
し
な

け
れ
ば
で
き
な
い
が
、
参
議
院
の
合
区
解
消
な
ど

の
選
挙
制
度
改
革
、
教
育
の
無
償
化
は
法
律
の
改

正
で
で
き
る
事
で
あ
り
、
九
条
に
焦
点
を
当
て
さ

せ
な
い
た
め
に
入
れ
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
た
、緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
は
、

「
緊
急
事
態
条
項
の
本
質
は
、
法
を
無
視
す
る
事

を
あ
ら
か
じ
め
許
す
法
だ
と
い
う
事
。
幅
広
い
権

限
を
持
ち
、
集
会
の
規
制
、
報
道
の
規
制
、
ス
ト

ラ
イ
キ
の
規
制
な
ど
、
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
な
ど
、
九
条
改
憲
に
つ
い
て
は
、「
専
守
防

衛
と
い
う
義
務
が
消
え
る
事
に
な
る
。
憲
法
上
の

歯
止
め
が
無
く
な
る
」
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

最
後
に
「
平
和
な
く
し
て
労
働
運
動
な
し
」
と
し

て
、
戦
前
・
戦
中
に
労
働
組
合
が
自
ら
存
在
意
義

を
否
定
し
、
挙
国
一
致
に
流
れ
て
い
っ
た
歴
史
を

説
明
し
、「
戦
後
の
日
本
で
、
新
憲
法
に
先
駆
け

て
、
労
働
組
合
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
平
和
と

　

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
（
全
労
協
）
は
一

月
三
〇
日
に
憲
法
改
悪
発
議
を
許
さ
な
い
！
全
労

協
学
習
集
会
を
、
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
し
た
。
国
労
東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が

参
加
し
、
安
倍
政
権
が
目
論
む
憲
法
改
悪
阻
止
に

向
け
た
学
習
を
行
っ
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
渡
邉
議
長
は
「
憲
法
改
悪

は
、
本
来
は
国
民
が
国
家
の
方
向
を
決
め
る
と
い

う
ベ
ク
ト
ル
を
変
え
、
国
家
が
国
民
の
方
向
を
決

め
る 

国
に
す
る
目
論
み
。
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
の
中

に
は
、
な
る
ほ
ど
、
と
い
う
も
の
も
あ
る
が
、
そ

の
裏
に
何
が
あ
る
の
か
を
考
え
な
い
と
危
険
」
な

ど
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。

　

講
演
に
立
っ
た
宮
里
邦
雄
弁
護
士
は
講
演
の
中

で
、
憲
法
の
役
割
・
意
義
に
つ
い
て
「
憲
法
は
国

家
が
守
る
べ
き
権
力
の
制
限
規
範
だ
が
、
安
倍
首

相
は
国
の
理
想
を
語
る
も
の
、
と
変
え
て
き
て
い

る
」、
ま
た
、
改
憲
の
四
項
目
に
つ
い
て
は
、「
自

産
業
の
復
興
の
担
い
手
を
労
働
者
に
期
待
し
た
か

ら
」
と
、
労
働
組
合
が
平
和
運
動
を
取
り
組
む
重

要
性
を
訴
え
、
後
援
は
終
了
し
た
。

費
が
か
か
る
問
題
な
ど
、
政
府
を
問
い
詰
め
、
沖

縄
県
民
と
共
に
闘
い
ま
す
」、
沖
縄
の
風
・
伊
波

洋
一
参
議
院
議
員
か
ら
は
「
沖
縄
で
は
県
民
投
票

勝
利
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
辺
野

古
の
軟
弱
地
盤
に
七
万
本
の
ク
イ
を
打
つ
の
に
、

何
年
か
か
る
の
か
。
普
天
間
周
辺
で
は
、
ヘ
リ
が

飛
ぶ
た 

び
に
、
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
避
難
し
て

い
る
。
こ
ん
な
事
を
許
し
て
お
け
な
い
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
訴
え
が
あ
り
、
最
後
は
国
会
に
向
け
た

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
訴

え
、
集
会
は
終
了
し
、
今
後
も
一
九
日
行
動
を
続

け
て
い
く
決
意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

　
（
一
九
日
行
動
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日

45歳

歓迎
国労加入

2/22付

　

戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
実

行
委
員
会
は
、
一
九
日
行
動
の
一
つ
と
し
て
、「
辺

野
古
新
基
地
建
設
は
断
念
を
！
土
砂
投
入
即
時
中

止
！
普
天
間
基
地
即
時
返
還
！
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
２
・
１
９
国
会
正
門
前
行
動
」
を
行
い
、
国

労
東
京
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
、
全
体
で

は
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
仲
間
が
国
会
前
に
結
集

し
、
辺
野
古
新
基
地
反
対
を
訴
え
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
の
集
会
で
は
多
く
の
国
会
議
員

や
団
体
か
ら
訴
え
が
あ
り
、
立
憲
民
主
党
・
本
多

平
直
衆
議
院
議
員
か
ら
は
「
明
日
の
予
算
委
員

会
で
、
辺
野
古
沖
に
投
入
し
て
い
る
土
砂
の
問

題
、
軟
弱
地
盤
で
予
定
よ
り
は
る
か
に
多
額
の
経

に
戦
争
法
案
が
、
参
議
院
本
会
議
で
強
行
可
決
・

成
立
し
た
事
に
抗
議
、
廃
止
を
求
め
て
の
統
一
行

動
日
。
国
会
前
を
は
じ
め
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
）

国
労
家
族
会

東
京
地
方
連
合
会

は
二
月
二
四
日
、

東
京
地
方
本
部
会

議
室
を
会
場
に
、

第
六
四
回
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
丸
山

会
長
か
ら
「
昨
年

の
総
会
で
決
め
合

っ
た
活
動
方
針
に

基
づ
き
、
こ
の
一

年
間
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
嘘
と
隠
ぺ
い

の
安
倍
政
権
に
大
き
な
不
安
が
あ
る
。
私
た
ち

の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、
学
習
会
や
集
会
に

参
加
し
な
が
ら
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
大
切
」

と
挨
拶
を
受
け
た
。

　

鎌
田
地
方
本
部
委
員
長
は
「
安
倍
政
権
の
反

動
政
治
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
の
強
化
と
と
も

に
、
職
場
で
の
意
識
を
高
め
な
が
ら
一
九
春
闘

を
全
力
で
闘
う
こ
と
が
急
務
。
ま
た
、
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
訴
え
て

い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　

総
会
で
は
、
家
族
会
と
し
て
国
労
組
合
員
の

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
支
え
て
い
く

と
と
も
に
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
運
動
の

強
化
、
女
性
の
権
利
確
立
・
社
会
保
障
制
度
の

確
立
な
ど
を
目
指
す
闘
い
な
ど
を
一
層
強
め
て

い
く
活
動
方
針
を
採
択
し
た
。

　

な
お
、
役
員
体
制
は
、
以
下
の
通
り
全
員
が

留
任
し
た
。

　

会　

長　

丸
山
み
ど
り

　

副
会
長　

伊
藤
る
い
子 

　

会　

計　

奥
山　

博
美

家
族
会
総
会

新鶴見
機関区


